

























































































































（６）使用楽譜は http : //imslp.org/から File : PMLP０３２６７―bacjs７７４d.pdfを借用した。
（７）簡単に説明すれば、音声学ではアーティキュレーションとは、一つひとつの音節をはっきり区切って
発声することであるが、音楽の場合は、フレーズの切れ目を区切ることを言う。
（８）長男ヴィルヘルム・フリーデマンに対する教育目的で作られた『ヴィルヘルム・フリーデマン・バッ
ハのためのクラフィーア小曲集』中には指遣いが指示された曲もあり、現代のピアノ教育での指遣い
とは異なったバロック時代の指遣いを知る上で興味深い
（９）市田儀一郎『バッハインヴェンションとシンフォニーア』音楽之友社、昭和６３年、６９―７２ページ。市田
氏は主題と主動機を区別している（１９―２０ページ）が、本稿では区別せず、テーマとする。
（１０）「ピリオド」とは「その曲が作られた当時」という意味で、古楽器と言うこともある。ここでは具体的
にはクラヴィコードやチェンバロを指す。無論バッハの時代の楽器はほとんど残っていないので、ピ
リオド楽器といっても、当時の楽器をできる限り忠実に再現して現代に作られた楽器のことである。
その一つのヴァージナルについては、拙稿「ヴァージナル――新座に根付く古楽器文化――」、跡見学
園女子大学文学部コミュニケーション文化学科紀要『コミュニケーション文化』第４号、１１３―１１９ペー
ジを参照されたい。
（１１）無論チェンバロの鍵盤のタッチは、ピアノともオルガンともクラヴィコードともまた違い、アーティ
キュレーションに劣らず難しいものであるが、本稿ではタッチには触れないこととする。
（１２）１９７４年に録音された『バッハ：インヴェンションとシンフォニア』（SONY SRCR２４２６）。この曲集のレ
ッスンのために、筆者はチェンバロを現代に蘇らせたランドウスカの演奏を聴いてみた（Rca Complete
Collectレーベルのカタログ番号６７８９１）。現代に蘇らせたといっても、ランドウスカの場合は、ショパ
ンが弾いたピアノメーカーであるプレイエルに製造を依頼し、ピアノの骨格にチェンバロのアクショ
ンを取り付けた、ピリオド楽器とは似ても似つかぬいわゆる「モダンチェンバロ」による演奏である。
このために、現代ではランドウスカの評価はあまり高くはない。しかし少なくともこのニ長調に関し
ては、同じモダンチェンバロによる演奏の代表であるヴァルヒャ（TOCE１４３２５）よりもはるかにピリ
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オド楽器風の演奏をしている。ランドウスカは、決してチェンバロ史の１ページに止まるだけではな
く、演奏の観点からも再評価が必要であると思われる。
（１３）『コミュニケーション文化』第４号にも書いたように、筆者が所有するのは、同じピリオド楽器であっ
ても、ミューゼラー型のヴァージナルであり、音質はチェンバロとは異なる。余談ながら筆者もいつ
かはフレンチスタイルの二段鍵盤のチェンバロを所有し、思う存分弾きたいと願っている。
（１４）多声部曲とは異なり、『インヴェンション』が２声であることから、一つひとつの音がはっきりと聞き
取れているのだと思われる。また「鳴る」と書いたが、単に音が「する」のと「鳴る」のとでは大違
いである。もっともこれはチェンバロに限らず、すべての楽器に言えることではある。
（１５）ウィーン原典版の註解には「このような＜先取音的な＞前打音（つまり規則に反して、主要音の音価
のなかに算入されていない前打音）は、主として３度音程の間にあらわれ、３度の間の空間を充填す
るものである。このような前打音は掛留音でないから、アクセントをもたず、小節内でも弱拍の部分
でひかれるべきである」とある。『バッハ インヴェンションとシンフォニア』（音楽の友社、９８ペー
ジ）
（１６）エコーの箇所での鍵盤移動はレッスンで習ったことではなく、他の様々な曲の演奏を通して、筆者が
提案する奏法である。
（１７）ヘミオラというのは、３拍子の曲において、カデンツという曲構成の終止部の２小節が３拍子ではな
く２拍子に変化することである。
（１８）註（１６）のエコーと同じくこれもレッスンで習ったことではないが、VI度の和音を強調するために、
わざと和音をずらして弾くことも考えられる。曲によっては特に音響上の効果を狙って不協和音が出
てくることがあるが、その場合は、和音の音をずらして響かせることがある。その応用である。
（１９）市田、前掲書、８ページ
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